
事業名 瀬戸市における民間団体との協働による障害者生涯学習プログラムの開発

事業の趣旨・目的

主な対象 市内在住・在勤の高等部卒業後の障害者、地域住民

令和５年度 地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進 成果概要

事業実施体制

学習プログラムの内容

過去2年取り組んだ「ボッチャ大会」を瀬戸市障害者地域自立支援協
議会主催『まっとつながろ祭』と連動開催、ボッチャ以外の学習
テーマへ拡げる視点からフライングディスク、絵本の読み聞かせと
交流の「学習講座」を開催した。また、ライフステージを追って地
域での障害者の生活と支援の実態を知り、学校卒業後の学びの構築
につなげるために「障害者生涯学習連続講座(7回)」を開催した。
事業最終年度にあたり、終了後の学習プログラムの継続・定着をね
らいとして地域における障害理解を深めることと関係団体等との連
携構築づくりにも意識的に取り組んだ。

今年度の取組状況

その他研究の詳細など

NPO法人杏（所在地：愛知県瀬戸市）

主な連携先 瀬戸市教育委員会

①「障害者生涯学習連続講座(7回)」第1回(6/29)、②「学習講座フライングディスク」(10/14)、③
「ボッチャ大会」(10/28)、④「学習講座絵本大好き!!おしゃべり大好き!!」(12/17)

①

⑤⑥「共に学び、生きる共生社会コンファレンス
in瀬戸」(1月13日)

NPO法人杏
Facebook

瀬戸市
  ＨＰ

・地域が障害理解を深め、地域で支える体制を検討する
↓

・学校卒業後の障害者の多様な学習活動の普及・実現をめざす

・受託法人と連携先を中心とした事務局（事務局会議12回)
・連携協議会（3回）
主な構成員:行政(瀬戸市、瀬戸市教育委員会)、専門家(大学教授、
医師)、福祉(福祉事業所)、教育(特別支援学校)、親の会など

・障害者のライフステージと支援を学ぶ障害者生涯学習連続講座(計7回)

・長野県飯田市の公民館事業に学ぶ視察研修

・障害者の学習講座２回開催（フライングディスク、絵本と交流会)

・まっとつながろ祭（障害福祉事業所が主催）とコラボしたボッチャ大会

・障害者の学習要求調査アンケート実施

・コンファレンスでの成果報告・事業終了後の展望を考える

②

③

④

⑤ ⑥ コンファレンス
ストリーリング配信
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